


旭川市住宅改修補助制度
Ａ.省エネルギー化工事

・内窓の新設又は交換　・外窓の交換　・ガラスの交換　・玄関ドアの交換

・床の断熱改修　・屋根又は天井の断熱改修　・基礎､外壁の断熱改修　

・高断熱浴槽を備えた浴室への改修　・節水型トイレへの改修

・上記工事に伴って最低限必要になる付帯工事

Ｂ.性能維持・向上工事

・屋根の塗装､改修（防水改修､葺替､二重屋根等）　・外壁の塗装､改修（貼替､モルタル補修等）

・床（畳含む)､内壁､天井の改修　・住宅内部建具の新設､改修

・上記工事に伴って最低限必要になる付帯工事

旭川市住宅雪対策補助制度
・融雪槽又は融雪機（固定式のもの)の新設　・ロードヒーティングの新設　

・上記以外の融雪施設（固定式のもの）の新設

・屋根ルーフヒーターの新設　・勾配屋根を無落雪屋根（Ｍ形屋根､フラット屋根(屋根勾配3/100程度))へ改修

・滑雪する屋根材（カラートタン等)を落雪しづらい屋根材（砂付きルーフィング等)へ変更

・雪庇防止装置（雪庇切り金物等)の新設

・玄関アプローチの通行上必要な部分へ屋根の新設

・その他住宅の雪対策の向上に効果があると市長が認めた工事

・上記工事に伴って最低限必要になる付帯工事

旭川市やさしさ住宅補助制度
・手すりの設置（下地に強固に取付するもの)　

・屋外スロープの設置又は改良（幅が1.2m程度で道路から玄関まで段差がないもの)

・床の段差解消　・浴室入口の段差解消　・勾配の緩い階段への交換又は改良　・階段ノンスリップの設置

・滑りにくい床材への変更　・住宅内の廊下又は出入口の幅の拡張（概ね85cm以上）

・ホームエレベーターの新設　・階段昇降機の新設　・段差解消機（固定式)の新設　

・高齢者の日常生活の安全性､利便性等の向上に効果があると市長が認めた工事

・上記工事に伴って最低限必要になる付帯工事

※次に該当する場合は対象になりません。

・既に工事請負契約や着手・完了している工事は申請できません。

・国や北海道などが実施する制度で補助を利用できる工事は申請できません。

・要支援･要介護認定者､重度身体障がい者､難病患者が利用できる別の補助制度と支給対象工事が重複している

　工事は申請できません。

・今年度【旭川市住宅改修補助制度】【旭川市住宅雪対策補助制度】【旭川市やさしさ住宅補助制度】のいずれ

　か１種類を申請する場合、その他の補助制度を併用して申請する事は出来ません。（同年度中は１種類のみ）

・過去に同制度による補助を受けている場合、同じ制度を再度申請する事はできません。１回限りです。

対象工事基準


